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1.はじめに 

ES-200/150/100シリーズは、ファクシミリ通信に於ける各種の通信障害(送受信信号の衝突、 

遅延、パケットロス 等)を解析するソフトウェアです。 

 

Windows OS搭載のパソコンにインストールすることで、スーパーG3 FAX(V.34)の信号を 

ハードウェアモデムを使用せずに解析することができます。 

 

ファクシミリ装置開発時の不良解析や、伝送路で発生するノイズ・遅延・パケットロス 

による影響で発生する通信障害の要因切り分けに威力を発揮します。 

 

デジタル・オーディオ機器にファクシミリ通信間の音声データを録音し、本装置に入力し

解析するので、開発現場のみならずフィールドで発生するさまざまな通信障害の解析に有

効です。 

 

近年、光電話等の VoIP網を経由した FAX通信が増加していますが、これらの通信障害の 

解析には、フリーソフトの Wiresharkでパケット信号をキャプチャし、音声ファイル(au) 

にすることで本ソフトウェアでの各種解析が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ES-200/150/100シリーズ 測定イメージ 

 

本資料は、「Wiresharkを利用した FAX信号データ解析の流れ」を示すものです。 

 

Wireshark 

auファイル 

電話網/VoIP 網 FAX(TX) FAX(RX) 

FAX信号 FAX信号 
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2. Wiresharkについて  

Wireshark はフリーのグラフィカルなパケットキャプチャ/解析ツールで、パケットキャ

プチャの機能は WinPcap(Windows 版)が行います。 

 

項  目 内   容 

ダウンロード先  

 

https://www.wireshark.org/download.html 

公式サイト 

http://www.forest.impress.co.jp/library/software/wireshark/  

窓の杜 

Wireshark Version  

(2020.4.16現在) 

Stable Release (3.2.3)  

 

Windows OS Version  

(2020.4.16現在) 

Windows 8/8.1/10(窓の杜より調査)  

ハードディスク容量  

 

■Wireshark本体 … 約 90MByte 

■必要データ容量 

 測定データによりますが、1通信時間を 1分(60秒)と仮定します 

・1FAX通信の pcapデータ(SIP通信の全体)     …   約 2.2MByte 

・1FAX通信の auデータ(みなし音声のデータファイル) …  約 1.0MByte 

 

フォルダーの構造  特に無し 

pcap,auファイルは任意の場所にフォルダを作成し、その中に収容可能  

留意事項  

 

大量の複数通信を 1個の.pcapファイルに収め、後で複数通信の 

auファイルに分割しようとした時、Wiresharkの不具合か不明ですが、 

分割出来なくなってしまった経緯があります。 

その為、録音時間によりますが、Egretcomでは 5通信程度で 1個の.pcap 

に収めるようにしています。 

 

上記サイトから、PC の環境に合わせた実効ファイルをダウンロードし、インストールしま

す。 

https://www.wireshark.org/download.html
http://www.forest.impress.co.jp/library/software/wireshark/
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1)Wiresharkダウンロード(公式) 
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2)Wiresharkダウンロード(窓の杜サイト) 
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3.Wiresharkを利用した FAX信号データ解析の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①FAX通信を含むパケットデータを Wireshark でキャプチャ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②キャプチャデータ全てを.pcapファイルに保存 

 

③.pcapファイル から対象の FAX通信を音声データ(.au)ファイルとして抽出 

 

④Facsimile通信解析アナライザソフトウェア(ES-200/150/100シリーズ)で信号解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光網 I/F 

FAX(TX) 
MC 

VoIP網 
L3 スイッチ FAX(RX) 

Wireshark Capture画面 Flow 画面 

 

一般的な VoIP網を利用した FAX信号の流れ 
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4.Wiresharkによるデータ取得 

4.1 Wiresharkの起動 

  Wireshark.exeをクリックすると、初期画面が立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wireshark起動画面 

 

4.2 パケットデータの取得(開始 ⇒ 停止 ⇒ .pcap ファイル化 ⇒ .auファイル化) 

  1) データキャプチャの開始 

   ・[Interface List] をクリックします。(①) 

 

 

 

 

 

 

 

・capture Interface 画面が表示されます。 

 PCに設定されている Deviceのポートが表示されますので、有効にする Deviceを 

  選択し、[Start]ボタンをクリックします。(②、③)  

 

 

 

 

 

capture Interface画面 

① 

② 

③ 
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  ・データキャプチャを開始します。 

 

 

 

 

 

 

データキャプチャ中画面 

・フィルターツールバーに、プロトコルフィルターの情報  [ sip || rtp || rtps ]を 

入力し、[Enter]ボタンをクリックして設定します。(④) 

※この設定は[ディプレイ フィルター]で、取得したパケットの中から設定した 

Protocol情報のみ、選択して表示します。 

 

 

 

フィルターツールバー 

 

   ※FAX信号が流れると、PROTOCOLに SIP/RTP/RTPS が表示されますので、 

    確認が容易にできます。 

  2) データキャプチャの停止 

   ・キャプチャ中画面上部のメニューバーで、 

   [Capture]ボタン -> [Stop]ボタンをクリックしてキャプチャを停止します。(①、②) 

 

 

 

 

メニューバーで[Capture]ボタンを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップメニューで[Stop]ボタンを選択 

④ 

① 

② 
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  3) キャプチャしたパケットデ―タのファイル化(xxxxx.pcap) 

   ・キャプチャ停止中画面上部のメニューバーで、 

   [File]ボタン -> [SaveAs]ボタンをクリックします。(①、②) 

 

 

 

 

メニューバーで[File]ボタンを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップメニューで[SaveAs]ボタンを選択 

・Save file as画面が表示されますので、フォルダ(場所と名称は任意)、 

ファイル名( 例:faxtest)、ファイルの種類(Wireshark/tcpdump/… pcap)を指定して 

ファイル化します。(③、④、⑤)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Save file as画面 

 

・キャプチャしたデータの全てが xxxxx.pcapとしてファイル化されます  

 

③ 

① 

④ 

② 

⑤ 
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  4).pcapファイルから.auファイルへの変換 

・取得データの Open  

待機中の画面で、[File] -> [open]をクリックし、キャプチャしたデータ(.pcap) 

から.auファイルに変換したいファイルを選択し、[開く]をクリックします。(①～④)  

 

 

 

 

メニューバーで[File]ボタンを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップメニューで[open]ボタンを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 

④ 

② 
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・選択したファイルの内容が表示されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択したファイルの内容を表示 

 

・[Telephony]ボタン -> [VoIP Calls]ボタンの順にクリックし、<VoIP Calls>画面を 

表示します。(⑤～⑥)  

 

 

 

メニューバーで[Telephony]ボタンを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップメニューで[VoIP Calls]ボタンを選択 

 

 

 

 

 

 

 

VoIP Calls画面 

⑤ 

⑥ 



11 

 

・auファイル化する通信呼を選択し、[Flow]ボタンをクリックします。(⑦、⑧)  

 

 

 

 

 

 

 

VoIP Calls画面 

・Graph Analysys画面が表示されたら、RTP Protocol をクリックすると、 au 

 ファイル化する為の RTP選択が実施されます。(⑨) 

(FAX通信では TX 側(送信)と RX側(受信)の双方から信号が流れていますので、 

    ここで記載している内容は「RTPフレームを指定する」操作です。 

どちらの方向の RTPでも 1 回クリックするだけですので、便宜的に「INVITE(発信)」 

リクエストと同じ方向の RTPをクリックします。) 

 続いて、[Close]ボタンをクリックし、Graph Analysys画面を閉じます。(⑩) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Graph Analysys画面 

 

・<VoIP Calls>画面で通信呼を選択した状態で[Player]ボタンをクリックします。(⑪)  

 

 

 

 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 
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・<RTP Player>画面が立ち上がりますので、[Decode]ボタンをクリックします。(⑫)  

 

 

 

 

RTP Player画面 

 

・<RTP Player>の波形表示画面が立ち上がります。 

上部波形と下部波形は送信、受信それぞれの波形を表示しています。 

選択にチェックを入れ[Play]ボタンをクリックすると音声が再生します。(⑬～⑮)  

 

 

 

 

 

 

 

 

RTP Player 画面で音声再生 

 

・[Close]ボタンを 2 回クリックし、キャプチャ待機画面に戻ったら、 

[Telephony]ボタン -> [RTP]ボタン -> [Stream Analysis]ボタンを順にクリックし、 

<RTP Stream Analysis>画面を表示しますので、[Save payload]ボタンをクリック 

します。(⑯、⑰、⑱) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 

⑮ 

⑬ 

⑭ 

⑯ 
⑰ 
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RTP Stream Analysis 画面 

 

・<Save Payload As…>画面が表示されたら、 

 －保存するフォルダーを選択 

  －保存するファイル名称を入力 

 －.au,bothを選択 

   した後、[OK]ボタンをクリック 

   します。(⑲、⑳) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保存完了したら、<Save Payload As…>画面が消えます。 

 指定したフォルダに xxxx.auファイルができているのを確認します。 

 (ファイル容量は、通常、.pcapファイルの半分以下です) 

 

 

 

 

⑱ 

⑲ 

⑳ 
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5.Facsimile 通信特性アナライザ 解析操作 

                              (ES-200N/150N/100N/200NJ/150NJ) 

※以降の詳細説明は、ES-200Nを基本に記述します。 

 

5.1操作画面各部の説明 

  ES-200Nの操作画面は下図の通りです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1(ES-200N 起動画面) 

 

 

[入力 wav 信号リスト]窓 

[小窓信号保存]ボタン 

[Text Main]ボタン 

[小]窓 [大]窓 

[wav フォルダ選択] 

  ボタン 

[FFT]窓 [Wave Main]ボタン [コメント]窓 

[録音]ボタン 

 

[終了]ボタン 

[画像表示] 

  ボタン 

[全画面 JPEG 保存]   

  ボタン 

[全画面 JPEG 印刷] 

  ボタン 

[画像窓消去] 

  ボタン 

[サウンド ON/OFF] 

  ボタン 

[復号結果表示]窓 

[大窓調整] 

  ボタン 

[ソフトウェア名称] [ソフトウェアバージョン] 
[振幅調整]ボタン [振幅初期化]ボタン 

[小窓調整] 

  ボタン 

[小窓]スライダー 

[サウンド再生]窓 

[Eye ON/OFF]ボタン 
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5.2信号解析の流れ 

1) 解析の実行(初期操作) 

ES-200Nを起動すると図 5.2の画面が立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2(起動直後の画面) 

 

最初に[wavフォルダ選択]ボタンをクリックし、wavフォルダの中から auファイルを 

選択すると、サンプル速度 9,600でリサンプルしメモリーにロードし、図 5.4の解析 

結果画面が表示されます。   ロード中は、コメント窓に図 5.3のコメントを表示し 

ます。 その間の操作は無効です。 

 

 

図 5.3(ファイル解析中のコメント窓) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4解析結果画面 (波形優先画面) 

 

これ以降、各種の操作ボタンが有効になります。  

[入力 wav 信号リスト] 

窓 

[wav フォルダ選択] 

  ボタン 



16 

 

 

2)  信号解析手順 

  

① au形式の音声ファイルを PCのフォルダにインポートし、 

ファイルを指定して解析します。 

 

開発、品質評価、及びフィールドでの障害発生時に、モニターする FAX信号を

Wiresharkで au形式の音声ファイルに変換した後で解析します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4 信号解析手順 

 

光網 I/F 

FAX(TX) VoIP網 
L3 スイッチ FAX(RX) 

Wireshark 

FAX信号解析ソフト 

ES-200/150/100 シリーズ 
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 解析結果  

 

図 5.5に解析結果を示します（波形優先モード）。 

 

ES-200Nが新規 auファイルをロードしたときの状態です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5(ES-200N波形解析結果 波形優先画面) 

 

① [大]窓：wav ファイル全体の波形（1,200 秒最大）  

     縦緑線：検知した ANSトーン信号(2,100Hz)の範囲  

           未検知の場合は、左端位置かつコメント窓に表示 

ANS トーンが検知されると、それ以前の信号を削除し、それ以後 

フックオフ DCパルス又は 400Hz ビジートーンまでの信号を大窓に 

表示します。フックオフ DCパルスやビジートーンが無い場合は、 

最後まで表示します。  

      縦赤線：小窓範囲  

      横赤線：信号 off と判定された区間  

     ※トレーニング信号は赤線表示し TCFの有意信号になると黒線に 

           変わります。 

 ANS 信号の範囲 

小窓の範囲 T.30コマンド復号の結果 信号の種類を表示 

 信号 offと判定された範囲 
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② [小]窓 ：[大]窓の 2本の縦赤線で区切られた範囲の信号を表示します。  

③ [復号結果]窓：G3FAXの信号と認識された信号は、  

          T.30のコマンドを全部解析し、復号結果窓に表示します。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6(テキスト優先画面) 

 

           図 5.6は[Text Main]ボタンをクリックしてテキスト優先表示に切り替 

えた場合の表示です。 

 

④ [コメント]窓：全体状況  

          信号解析状況、信号の種類(ANS,V8CA,Info,V21,TRN・・・)等を表示します。 

  

① [小窓信号保存]ボタン：  

[小窓信号保存]ボタンをクリックすると、小窓に表示された波形を選択した

同じフォルダに、wavフォーマット保存します。(サンプリングは 9,600)。 

保存ファイル名称 = 元ファイル名_年月日(西暦)T時間.wav 

 

長い音声ファイルから必要な部分だけ切り出して解析する時に便利です。 
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5.3  T.30,V8/V.34コマンド解析 機能 

 

1) V.34,V.17,V.8 etcの制御情報を全て抽出して、そこに含まれるファクシミリ制御

信号を表示します。 なおこの機能は auファイルを読み込んだ最初に、自動的に

実行されます。  

2) 結果は、 xxxxx_infodata.txtに格納されます。xxxxx_infodata.txtは同時に、 

     [復号結果表示]窓にも、表示されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.7 (テキスト優先画面) 

 

 

 

 

復号結果表示窓 
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3) infodata.txt 情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.8 (T.30解析結果例<V.34の場合>) 

V.8コマンド 

Caller(Tx) Called(Rx) 

Info情報 

cch情報 
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4) bitdump.txt 情報 

出力フォーマット:例 1   cch/v21  HDLC受信の場合 

 

Decording date/time is 02-Jul-2014 15:38:07 

Software version is ver1.0.1 

-------------------- 

G3 FAX information 

wave file pass=C:¥mathworks¥FAX_CHECK¥FAX_CHECK_200¥v34wav¥v34_test¥ 

wave file name=V34_Sample1.wav  

-------------------- 

wavspck[sps]=44100 

spck   [sps]=9600 

-----t30 rxbit dump start------   

t=   5.74sec ::cch         ::FCS OK   ::T.30_command=DIS          

             ::7E_flag_cnt=35    ::DATA_length=9 

 FF 13 80 20 5E 99 84 80 11  

 FCS 2byte= 3C 3E 

t=  11.88sec ::cch         ::FCS OK   ::T.30_command=DIS          

             ::7E_flag_cnt=35    ::DATA_length=9 

 FF 13 80 20 5E 99 84 80 11 

 FCS 2byte= 3C 3E 

 

 

図 5.9 (T.30解析結果例<V.34の場合>) 

 

出力日時 

ソフトウェアのバージョン 

出力日時 

wavのファイル名 

T30 コマンド 

wav上のサンプリングレート 

FCS OK/NG 

信号時刻 

cch/v21/PIX

種別 

変換後のサンプリングレート 

データ(16進数)lsbit first 1行 24バイト 

データバイト数 データ直前

の 7E の個数 

FCSの 2バイト(16進数) 
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出力フォーマット:例 2   Pixel HDLC受信の場合 

 

t=  22.20sec ::Pixel HDLC  ::FCS NG 

             ::7E_flag_cnt=614    ::DATA_length=6 

 B6 24 FD 9F 57 11 

 FCS 2byte= 9E 6F 

t=  22.36sec ::Pixel HDLC  ::FCS OK 

             ::7E_flag_cnt=372    ::DATA_length=260 

 FF 03 06 00 00 28 9B 15 00 65 B3 02 A0 6C 56 00 94 CD 0A 80 49 0E 39 08 

 5F 3E 18 D2 E0 08 C8 41 A8 CF E0 08 48 46 55 C1 1D 7E 90 9E AF 39 87 34 

 38 71 83 1F DA E0 0D 39 C8 41 EE 9B 3C 87 34 38 71 83 1F DA E0 0D 39 C8 

 41 EE 9B 3C 25 78 43 D8 55 E1 60 08 5F CF 00 98 AA F9 3E FF 5C 19 31 DF 

 07 9E EF F3 D1 9D E7 9F F3 FC 5E FA 65 BE CF 77 9F 49 9D E7 2F 73 F7 D5 

 C4 7C 9F EF F3 7D 7E 7F F3 09 E7 F9 CB DC 7D 35 31 DF E7 FB 7C 9F DF DF  

 7C C2 A0 E7 F9 EC CA F3 E5 F3 CF 7A 06 C0 C4 D8 CF EE FD 65 1F 71 B6 0F 

 7C F6 32 EA 7E 9E 7F 46 EC 33 BF CC F7 F9 BE EF FB AA FB 88 89 F9 7E BF 

 BC CC F7 F9 3E DF CF 76 70 BF EF 7B 1F 31 31 DF EF 97 97 F9 3E DF E7 FB 

 D9 0E EE F7 7D EF 83 9E E7 B3 2B CF 97 9F DD FB 7A 06 C0 C4 D8 BF FD 3C 

 71 8F F8 F6 1D 02 FE F6 97 29 97 8F BD CF FC 32 DF E7 FB 7D 

 FCS 2byte= FA FF  

 

 

図 5.10 (T.30解析結果例<V.34の場合>) 

 

 

PIX data FCS NG 

Pixel data 

HDLC/nonHDLC 

の種別 PIX data FCS OK 

データ(16進数)lsbit first 1行 24バイト 
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出力フォーマット:例 3   Pixel nonHDLC受信の場合 

 

t=  16.16sec ::Pixel nonHDLC  

             ::DATA_length=260 

 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF  

 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF  

 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 03 A0 6C 56 00 00 00 94 

 CD 0A 00 00 80 B2 59 01 00 00 50 36 2B 00 00 00 26 39 E4 20 FC 0C 8E 80 

 64 94 3C 87 50 CF 21 E4 33 B8 32 B8 C3 0F D2 F3 4D 90 C1 1B C2 AE 0A 07 

 43 F8 7A 06 00 00 C0 54 CD F7 F9 67 C4 F2 F9 3D B6 F3 7C 74 E7 F9 67 C2 

 79 BE F2 CB 7C 9F EF 3E 9B 50 9E E7 B3 2B CF 97 CF 3F EB 19 00 00 00 13 

 63 3F BB F7 E5 23 CE F6 B1 F7 F3 D9 A8 FB 79 FE 99 EF E7 F9 CA 2F F3 7D 

 BE EF FB BE 09 E5 79 3E BB F2 7C F9 D9 BD AF 67 00 00 00 4C 8C FD DB CF 

 2F 06 7F FB 3E EA F9 DB A7 3C CF 57 2C 5F F5 65 BE CF F7 FB DE 84 F2 3C 

 9F 5D 79 BE FC DB CF EB 19 00 00 00 13 F9 BE EF F3 F2 1B DC 

 

 

 

図 5.11 (T.30解析結果例<V.34の場合>) 

 

 

 

 

 

Pixel data 

HDLC/nonHDLC 

の種別 

データバイト数 

データ(16進数)lsbit first 1行 24バイト 
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5.4  画像解析&表示 機能 

 

画信号が含まれた wav(又は、au)ファイルを解析し、画面上に[画像復号窓]と[復号結 

果]窓として表示します。 

また、画信号は tiff 情報として tiffフォルダ内にファイル出力し、復号結果は 

dumpinfoフォルダ内の infodata.txt情報の最下部に、テキスト情報として追加 

されます。 

 

1) [画像表示]ボタンをクリックすると、図 5.12 の[画像表示]窓と[復号結果]窓が 

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.12 (画像表示例) 

 

[復号結果]窓には、下記の情報が表示されます。 

 ・Coding ECM … 符号化、頁、線密度、誤り再送 等の情報 

 ・Total line … 画情報の全ライン数 

 ・Total error line … エラーラインの総数 

 ・Total black pixel … 復号された黒信号の総数 

 ・Total white pixel … 復号された白信号の総数 

 ・Total pixel … 黒信号と白信号の総数 

 

2) [画像表示]窓と[復号結果]窓を閉じるには、[画像窓消去]ボタンを押します。 

 

 

[画像表示]窓 [復号結果]窓 

[画像表示] 

 ボタン 

 



25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.13 (infodata.txtに復号結果を付加) 

Decording date/time is 09-Sep-2014 14:06:07 

G3 FAX information 

wavspck[sps]=9600 

spck   [sps]=9600 

-----t30 rxbit dump start------   

TIME[s]  TX                    RX 

---------------------------------------------------------------------- 

0.06     <<======ANS=============                                                

              amplitude modulated 

              phase reversals 

2.14     =====V8C(-18dB)=======>>                                                

2.14     <<===V8A(-23dB)=========     

 

                                            

14.20    <-------MCF-------------                                                

14.80    --------DCN------------>                                                

Pixel decoding information 

Page no          =1 

Coding ECM       =MR     ECM 

Total line       =824 

Total error line =11  (rate 1.33%) 

Total black pixel=3945  (rate 0.28%) 

Total white pixel=1411733  (rate 99.72%) 

Total pixel      =1415678 

-+++++++-+++++[L:14, P:500]-[L:15, P:1900]+[L:16, P:1558]-[L:17, P:215 

7]-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++ 

++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+ 

-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++ 

++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++ 

++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++--[L:699, P:0]+++- 

+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-++++++ 

+-+++++++-+++++++-+++++++-+++++++-+[L:808, P:1731]+[L:809, P:798]+[L:8 

10, P:713]+[L:811, P:704]+[L:812, P:713]+[L:813, P:777]-+++++++-++%%%% 

%% 

途中省略 

プロトコル 

トレース部 

復号結果部 
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図 5.14 (JBIGデコード時の復号結果情報) 

Pixel decoding information 

 

Page no          =1 

Coding ECM       =JBIG ECM  A4  8/mm  3.85/mm   

Total line       =1118 

Total error line =0  (rate 0.00%) 

Total black pixel=99147  (rate 5.13%) 

Total white pixel=1832757  (rate 94.87%) 

Total pixel      =1931904 

[BIH] 

Xd = 0x0000_06C0 (1728) 

Yd = 0xFFFF_FFFF (4294967295) 

L0 = 0x0000_0080 (128) 

Mx = 0x00 (0) 

LRLTWO = 0 

VLENGTH = 1 

TPBON = 0 

[BID] 

[SDE 1] Detect SDNORM line = 0x0080 (128) 

[SDE 2] Detect SDNORM line = 0x0100 (256) 

[SDE 3] Detect SDNORM line = 0x0180 (384) 

[SDE 4] Detect SDNORM line = 0x0200 (512) 

[SDE 5] Detect SDNORM line = 0x0280 (640) 

[SDE 6] Detect SDNORM line = 0x0300 (768) 

[SDE 7] Detect SDNORM line = 0x0380 (896) 

[SDE 8] Detect SDNORM line = 0x0400 (1024) 

[FMC] Detect NEWLEN Marker, NewYD = 0x045E (1118) 

[SDE 9] Detect SDNORM line = 0x045E (1118) 

Code size (Byte) = 0x0000_2D16 (11542) 
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JBIGデコード(オプション)時の[復号結果]窓には、下記の情報が表示されます。 

 

 ・Coding ECM … 符号化、頁、線密度、誤り再送 等の情報 

 ・Total line … 画情報の全ライン数 

 ・Total error line … エラーラインの総数 

 ・Total black pixel … 復号された黒信号の総数 

 ・Total white pixel … 復号された白信号の総数 

 ・Total pixel … 黒信号と白信号の総数 

 ・[BIH] … 二値画像ヘッダ 

  Xd … レイヤ dにおける水平方向の画像サイズ 

    Yd … レイヤ dにおける垂直方向の画像サイズ 

    LO … 最低解像度におけるストライプのライン数 

    Mx … AT 画素に許される最大水平オフセット 

    LRLTWO … 参照ラインの数 

    VLENGTH … NEWLENマーカセグメントの可能性の指示 

    TRBON … 規底レイヤでの TPの使用 

 ・[BID] … 二値画像データ 

    SDE1～ … ストライプデータエンティティ 

    Code size … 符号データサイズ 
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5.5  全画面 保存/印刷 機能 

     表示している操作画面の全画面をキャプチャーして保存/印刷できます。 

 

1)「全画面 JPEG保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.15(全画面 JPEG保存 画面) 

 

    画面中央に「ファイル保存画面」が表示されますので、ファイル名を記入して 

    「OK」ボタンをクリックします。 

 

2)選択した wavファイル、または auファイルと同じディレクトリの dumpinfo フォル 

  ダ内に、「ファイル名_figure.jpg」という jpgファイルが保存されます。 

 

3)「全画面 JPEG印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.16(全画面 JPEG印刷 画面) 

 

    画面中央に「印刷」が表示されますので、プリンタを選択して「OK」ボタンを 

    クリックすると、印刷出力されます。 
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5.6  アイ・パターン・ジェネレータ 機能 

    「アイ・パターン・ジェネレータ」機能は、FAX通信におけるモデム処理手順の進行 

状態を可視化できます。 

 

1)「Eye ON」ボタンをクリックします。 図 5.17の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.17(アイ・パターン・ジェネレータ 画面) 

 

① EQM(Equalizer Quality Monitor) … イコライザーが時間の経過と供に収束する 

様子を表します。  

  ② PLL Pointer(phase Locked Loop Pointer) … FAX信号から再生されるタイミン 

グクロックと PC 側のクロックの追従状態  

② Equalizer Coefficient … イコライザ係数 

③ Demodulated Data … 復調データ 

④ PP initial amp … PP信号受信時の constellation 

⑤ B1 Signal Constellation … B1信号～Data信号受信時の constellation 

 

2)「Eye OFF」ボタンをクリックすると、図 5.17の画面が消去されます。  

[Eye ON/OFF]ボタン 
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各通信モードでのアイ・パターン・ジェネレータの波形を図 5.18に示します。 

 

図 5.18 (各通信モードでのアイ・パターン・ジェネレータ) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

V.34  33,600bps 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V.17  14,400bps 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V.29  9,600bps 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V.29  7,200bps 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V.27ter  4,800bps 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V.27ter  2,400bps 
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B1 Signal Constellation 図は、B1信号～Data信号受信時の constellation を示し 

ていますが、図 5.19 のように復調ポイントがマーカーから外れていると復調エラー 

が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.19(復調エラー発生時の Constellation) 

※マーカーから外れている為、

復調エラーが発生 
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 ※MATLABは米国 The MathWorks,Incにおける登録商標です。 

    ※Windowsは米国 Microsoft Corporationの米国および他の国における登録商標 

     です。 

    ※Intel、インテル、Pentium4は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel  

     Corporation またはその子会社の商標または登録商標です。 

    ※AMD、Athlon64 は、Advanced Micro Devices,Incの登録商標です。 

    ※Wiresharkは、オープンソースの LANアナライザです。 

 

 

<ご注意> 

1. 本書の著作権は Egretcom株式会社にあります。 

2. 本書の内容は、予告なく変更する場合があります。 

3. 本書の一部または全部を無断で使用・複製することはできません。 

4. 本書の運用により生じた結果の影響については、いかなる場合も責任を 

負いかねますので、予めご了承ください。 

 



33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        Egretcom 株式会社 

本  社 〒194-0013 

東京都町田市原町田 1-2-3  アーべイン平本 402 

TEL: 042-785-4031 / FAX: 042-785-4041 

福岡オフィス 〒814-0001 

福岡県福岡市早良区百道浜 3-8-33 

福岡システムＬＳＩ総合開発センター501 

TEL: 092-834-7716 / FAX: 092-407-6965 

URL https://www.egretcom.com/ 

E-mail support@egretcom.com 

 

 

 

 

EGDM2015001-06 


